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安全対策会議
国際海上コンテナの陸上運送に係る
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令和元年度 海貨事業者に対する調査概要

海貨事業者向けの調査依頼文

以下について海貨事業者に回答を依頼

・品目毎にどのような荷姿か（選択肢を設置）
・荷姿あたりのサイズ・重量
・国際海上コンテナの陸上輸送の安全確保に関する情報

○概要

国際海上コンテナで輸送される貨物の品目ごとに、
どのような荷姿で、どのようにコンテナ内に収納されて
いるのか等について、一目で理解できる教育資料の
作成を目的に、海貨事業者向けに、国際海上コンテナ
で輸送される品目・重量・荷姿等について調査を実施

○調査期間

令和２年１月～２月

○調査対象

海貨事業者 （回答：５４者）
※日本海事検定協会並びに日本海運貨物取扱業界の協力を得て実施

○調査方法（抜粋）
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国際海上コンテナの陸上における安全輸送マニュアルの一部改訂

マニュアル内の参考資料として、荷姿別、貨物別の積付例と気をつける事項を追加
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教育用資料概要 （荷姿別）

荷姿に対応する貨物にどのようなもの
があるか

積載状態について写真や図・イラスト、
平易な文章でわかりやすく説明

トラック運転者向けの注意事項等

荷姿名やよく使われる略語等を表記

バンニング、デバンニングに関する基本
的な情報、注意事項等

荷崩れ例について写真や図・イラストで
説明
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教育用資料概要 （貨物別）

平成２７年～令和元年に発生した国際海上コン
テナの陸上運送における横転事故において積載
されていた以下の貨物については、貨物毎にも
整理。

・自動車部品
・生鮮食品
・冷凍食品
・中古機械類・中古電化製品
・牧草
・スクラップ
・衣類
・製材、木材
・金属製インゴット
・古紙
・大型陶器（便器等）

作成にあたっては、海上コンテナ輸送事業者、海上コンテナ貨物取扱事業者、（一社）日本海事検定協会、

日本海運貨物取扱業会、（公社）全日本トラック協会等、多くの皆様のご協力を頂きありがとうございました。


